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・自然保護とはなにか

・だれが、どこで、何を、どのように保全するのか

・人間が、

・生命圏（生物の暮らす地球の領域）の全体・地域
（国家、行政区、生態系・生命地域、流域・流域生態系）で・・・

・何を（＝保護されるべき自然）
＝生物集団（種）とその生息域（生態系）
＝biodiversity = 種内、種間、生態系の多様性 （生物多様性条約1992）

・どのような視点で保全するのか
近自然 vs 多自然
種からはじめる vs 生態系からはじめる



●自然保全の基本指針 ①近自然か 多自然か

・近自然 approach

近自然川づくり・生態系づくり
基準(base-line)となる現在・過去の自然（生態系）をさだめて 再生、創出する。

・多自然 approach

多自然川づくり・生態系づくり
基準となる生態系が指定できる場合も、できない新しい生態系の場合も
安全、魅力、生物多様性豊かな（＝多自然型の）生態系をめざして、
保護、保存、保全、再生、創出する。

●自然保全の基本指針 ②種から始めるか 生態系から始めるか

・種からはじめる
絶滅危惧種、希少種の保護 外来種のコントロール、特定外来種の根絶

・生態系からはじめる
生態系＝地域で、非生物的な要素と、生物集団をまとめてテーマにする
保全地域を決める、行政区で考える、自然区分で考える、流域思考



近自然か 多自然か

近自然か多自然か 「全体」では多自然AP以外ありえない



都市の魅力・利便

生物多様性保全

防 災

都市の魅力・利便

生物多様性保全

防 災

多自然アプローチのイメージ 赤字の破線内：自然のインフラ化・インフラの多自然化



流域思考の多自然型自然保護実践事例

①鶴見川源流保水の森 生態系から始める

②鶴見川本流川辺のグリーンベルト 生態系・種から始める

③鶴見川流域でのホトケドジョウ保全 種から始める

④小網代の流域保全 生態系のデザインから始める



流域思考の多自然型自然保護実践事例

①鶴見川源流保水の森 生態系から始める



長さ 42.5 km 面積 235 km2

流域人口195万人の一級河川

流域の85％が市街地化された

典型的な都市河川

バクの形の
鶴見川＜流域＞



京浜河川事務所・2006 鶴見川スカイウオークより

源流の泉

●鶴見川流域・空撮（２００６）

河口生麦
綱島

慶應日吉





●目標１：流域に残された自然環境を保全する

鶴見川流域の 大きな緑地の分布
流域に残された自然環境を保全

源
流

鶴見川源流の大きな緑地

「鶴見川流域水マスタープラン」より



鶴見川流域最大の森林地帯は北部丘陵全域1,200ha



2005年源流 農業終了40年 アレチウリに覆われる



NPOがアレチウリの生育地域 2,000㎡を整地



企業の支援（AQUA SOCIALFES!!）里山ではなく多自然小流域を創出





クヌギ・コナラではなくエノキの若木を移植する



専門学校の参加で笹原を
オオムラサキの育つエノキの森に再生中



専門学校の参加で笹原を
オオムラサキの育つエノキの森に再生中



2019年5月大きなエノキの群落が育つ



オオムラサキ



地元の小山田小学校が10年以上にわたり
クヌギの雑木林を創出中



地元の小山田小学校が10年以上にわたり
クヌギの雑木林を創出



乾いた山道を小川に変え（戻し！）
ホトケドジョウ・ゲンジボタルの繁殖を促す









乾燥した水田跡地を湛水型の湿原生態系にして＜流域治水プロジェクト＞
の雨水調整地としても活用する



流域思考の多自然型自然保護実践事例

②鶴見川本流川辺のグリーンベルト 生態系・種から始める



●目標１：流域に残された自然環境を保全する

鶴見川流域の 大きな緑地の分布

流域に残された自然環境を保全

流れにそった在来植物の緑のベルト

「鶴見川流域水マスタープラン」より



鶴見川川辺の自然の植物群落
オギ アシ ヒメガマ



オギ アシ ヒメガマ



2010年ごろの新羽の中州
全域アレチウリに覆われる





2007年 綱島寄り洲 全域アレチウリ



綱島 AQUA SOCIAL FESS!!でアレチウリをとる



綱島オギの移植





2019年回復したアシ・オギ原生態系
継続的な管理が必要



源流

綱島



2005年
前後源流

流域規模でのアレチウリ対応が必要

2005年
前後激増

「鶴見川流域水マスタープラン」より



しかし・・・一難去ってさらに一難



ネズミホソムギの群落
花粉症が広がる



在来種・ヤブカンゾウが密生したグランドカバー



７月上旬 npoTRネットと京浜河川事務所の連携事業ヤブカンゾウ満開

花咲く鶴見川アクションプラン



花咲く鶴見川アクションプラン ノカンゾウ満開。7月中旬。



流域思考の多自然型自然保護実践事例

③鶴見川流域でのホトケドジョウ保全 種から始める



y.hata
鶴見川流域で、絶滅危惧魚種：ホトケドジョウの地域個体群を保護する

＝集団絶滅確率を下げる



●生息水系が分断・破壊されたホトケドジョウの地域個体群
の保全ネット

・河川改修・治水対策・地域開発で生息域が分断され、交流のたたれたホトケド
ジョウの保護。

・その水系を含む流域生態系・新しい都市流域生態系で、保全を工夫する。

・学校、企業敷地などで、域外保全をすすめ、局所絶滅にそなえたネットワーク
型のサポート体制で地域個体群を守る。



鶴見川流域における絶滅危惧魚種：ホトケドジョウの地域個体群の状況





矢上川流域

犬蔵土地区画整理・宮前美しの森公園

鶴見川水系・矢上川支流流域におけるホトケドジョウ保全の開始



ホトケドジョウの水路

ホタルの水路

●宮前美しの森の公園計画

公園内にホトケドジョウ生息地再生池



●ホトケドジョウの水路整備





犬蔵：川崎市宮前区

日吉：横浜市港北区

矢上川流域のホトケドジョウの地域個体群を保護する
＝集団絶滅確率を下げる



慶應日吉キャンパスまむし谷一の谷

矢上川流域

犬蔵土地区画整理・宮前美しの森公園

鶴見川水系・矢上川支流流域におけるホトケドジョウ保全の開始



Wonderland Hiyoshi-Maru

ま む し 谷

日吉の森

矢
上
川



日吉丸・大学・TRネット連携による慶應日吉キャンパス一の谷
（谷戸：矢上川流域）の保水力・自然再生作業 2001～

慶應大学日吉キャンパス一の谷・小流域の多自然化









回復する一の谷



小流域の緑を回復して、非流量15cc/sを目

指し、流域株に，湧水池を確保し、ホトケド
ジョウの域外保全地とした。 矢上川流域
内に2か所の域外保全地が確保されたので、
絶滅確率は、大幅に低下。



流域思考の多自然型自然保護実践事例

④小網代の流域保全
都市計画の（流域思考による）生態系デザインから始める



流域思考による小網代開発への代案提示成功する

・全体計画への流域思考（デザイン）の提案 1987～
・保全された小網代の森の多自然整備 2011～



流域は生物多様性を支える基本生態系 完結した流域生態系小網代・浦の川流域

(C) 神奈川県青少年センター





都市基盤整備をめざした
1985の開発構想

鉄道延伸 農地造成 住宅造成
道路延伸 ゴルフ場リゾート基地



保全への提案

都市計画への創造的（デザイン的）な参与



A案 B案



1987：保全への基本ビジョン ポラーノ村を考える会





小網代流域（小網代の森）のいま



























2010年12月19日

保全確定時、水田耕作が終了してから40年あまり。
小網代の谷は、谷底が一面の乾燥した笹薮になっていた。



保全の方針 ③が実行された。

①遷移にまかせる

②里山環境を回復し里山保全方式とする

③放置せず、農業利用もせず、水田耕作の歴史遺産であ
る水循環構造を生かした多自然生態系創出
・乾燥した谷底の全面的な湿原化
・水系の光環境改善
・森の夏緑林化
・希少生物の保護、攪乱性外来種のコントロール



2011年5月15日 ササの伐採スタート



2011年12月18日



2011年12月18日



2013年 春







2014年 春

















流域思考とはなにか



・地球 ＝ 生命圏（Biosphere）＋非生命領域

・生命圏 = 生命多様性をささえる海・空・大地

・大地 ＝ 雪原・氷河 ＋ 砂漠 ＋ 雨降る大地

Icy Land  Sandy Land  Rainy Land

・雨降る大地 ＝ 大小流域の入れ子構造・・・



WRI:http://www.fao.org/geonetwork/srv/en/metadata.show?id=30914

世界の主要な流域配置：WRI

雨降る大地は足元まで流域地形の入れ子構造でできている。



「環境を知るとはどういうことか」2009 PHPより

日本列島の大地の7割ほどは一級水系の流域・・・・



●関東地方の水系図



多摩川流域

鶴見川流域

相模川流域

京浜河川事務所HPから改変



鶴見川全体流域



鶴見川流域を亜流域に分ける



地球環境危機の病を治癒してゆくには、行政単位では
なく、大地の細胞：流域単位で工夫するのがいい



鶴見川流域誌2003より

76の小流域



●行政住所：横浜市港北区日吉4-1-1慶應義塾大学第日吉キャンパス第X校舎XXX研究室

●自然の住所：鶴見川流域・矢上川支流流域・松の川支支流流域・マムシ谷小流域一の谷北肩
慶應義塾大学日吉キャンパス第X校舎XXX研究室

●流域は自然の住所



どんな地図で文明の生命圏再適応をすすめてゆくのか。

①行政区・政治的空間区分図にもとづいて、行政単位で
②生命圏の基本単位である流域の階層秩序（入れ子構造）を枠組
みとして、それぞれの課題、主体に適切なサイズの流域単位で・・・

温暖化緩和
策

生物多様
性危機

地球環境危
機への対応

治水対
応

渇水対応
温暖化ガス
削減

自然環境
保全

河川水質 環境学習

行政地図 △ △ ◎ ○ ○ ○ △～○

流域地図 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

温暖化適応策



「生物の体は細胞でできている」
液体医学から細胞医学へ
19～20c

「生命圏・雨降る大地は流域でできている」
流域思考の生命圏再適応文明へ
21c～22c・・・・



流域思考の入門書 流域思考の本論 小網代保全応用編



●外来種は悪者か
外来かどうかではなく、機能で評価すべき 共存可能性もあり

●外来種がいると生態系は破壊されるか
変化はあるが、破壊はない

●同種の地域集団を移動させる（まぜる）と「遺伝子汚染」がおこるか
事例によるが一般的ではない

絶滅回避のための 「域外保全」 をみとめてゆく
新しい生態系を多自然化するための、同種地域集団の「管理移転」もすすめてゆく

●生態系の基本環境の転換(レジーム転換）も多自然化の選択肢
大規模な光・水系環境の転換、基盤構造の変換など

●多自然生態系創出という新しいビジョン

New Ecosystem   Rewildering 多自然流域生態系創出 多自然ガーデニング


